
藤田医科大学後期　実施

問題１

　　座標平面上の曲線  ：  と曲線  ：    が相異なる点

　　で交わり，さらに曲線  と曲線  によって囲まれるつの部分の面積が等しくなるとき，

　　 ハ である。このときつの部分の面積の和は ヒフヘ である。
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解説解答

　　  と  の交点の座標は

　　　　　      

　の実数解である。これから
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　ここで　 
   　…②，　…③

　とすると，  と  の交点の座標は，曲線②と

　直線③の交点の座標に等しい。②，③によって

　囲まれるつの部分の面積が等しくなるのは，直線③

　が曲線②の対称の中心を通るときだから

　　　　　　から　 

　このとき①は
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　以外の解は　 
   　から　

　求める面積の和をとすると
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考察　

　　シンプソンの公式を用いると，右図のような図形の面積は

　  が次以下の整関数である限り厳密に求まる。
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　この「面積公式」は，以下の形の定積分では威力を発揮する。

　　　　



 



         






